




















































































時期 墓葬 出土点数 図版番号 分類 形態上の特徴 大きさ






雨台山３５４号墓 ８点 ３－１５ Ｂ類 頭部カツラ。上腕部に小孔 ５４．６
雨台山２１号墓 ２点 Ａ類 同型。拱手俑。つま先別作り。着衣彩画 ３９．０
車 １号墓 ２点 ３－２４ Ｂ類 ４６．０
中期前半 天星観２号墓 立俑８点 ３－１ Ａ類 拱手。つま先別作り。着衣彩画。 ５６．０
３－２ Ａ類 伸手。肘先・つま先別作り。着衣彩画 ５８．６
３－３ Ａ類 伸手。肘先・つま先別作り。着衣彩画 ５９．４
その他 拱手２点。３－１と同型 ５７．３・４６．２
伸手１点。３－２と同型。 ４６．８（残）
座俑２点 ３－９ Ｂ類 腕部別作り。着衣 ４４．８
３－１０ Ｂ類 腕部別作り。着衣 ４５．７
望山２号墓 １６点 ４－１ Ｂ類 同型。伸手俑を含む。肘先別作り。絹の ６７．０
カツラ。着衣
包山１号墓 ７点 ３－２３ Ｂ類 上腕部に小孔 ５５．３・５６．０・５６．４・
５６．６・５８．５
包山２号墓 有腿２点 ２－１ Ｂ類 頭部カツラ。腕部別作り。剣が付属 １１１．８
２－２ Ｂ類 頭部カツラ。腕部別作り。剣が付属 １１２．０
無腿１０点 ３－２１ Ｂ類 上腕部に小孔。剣が付属 ５２．３・５３．０・５３．６・
５４．０・５４．８・５６．０・
包山４号墓 ３点 ３－１８ Ｂ類 綿のカツラ。上腕部に小孔。剣が付属 ６８．０（残），２点残
包山５号墓 ２点 剣が付属 残
雨台山１６８号墓 ２点
雨台山１８６号墓 ２点 ３－７ Ａ類 拱手俑。着衣は彩画 ４５．４










武昌義地６号墓 ２点 ３－５ Ａ類 腹前で拱手。つま先別作り。着衣彩画。 ５６．６
３－６ Ａ類 胸前で拱手。つま先別作り。着衣彩画。 ５２．５
渓峨山５号墓 ２点 ３－１６ Ｂ類 伸手俑 ３３．０
３－１７ Ｂ類 ３４．０
十里磚廠１号墓 ６点 ３－１９ Ｂ類 表面に絹の残片 ５８．０・４．８
郭店１号墓 ４点 ３－２０ Ｂ類 ５５．０
大暉観６号墓 ２点 ３－２８ 拱手俑と垂手俑。詳細不明 ２８．０
中期後半 雨台山５３２号墓 ２点 ３－２５ 頭部と体部は別作り。頭部カツラ ４６．０
雨台山５５５号墓 ６点
馬山１号墓 着衣俑４点 ３－１４ Ｂ類 同型。手足なし。頭部カツラ ５７．５ー６０．５
彩画俑４点 ３－３０ Ｃ類 同型。手足なし。頭部カツラ。胴部彩色 ２９．８
九店１３号墓 ２点 ４７．０・４８．５
九店１７号墓 ４点
九店５１号墓 ２点 ３－２６ 着衣。上腕部に小孔 ４４．０・４３．０
九店７７号墓 １点 ４６．５
九店２９５号墓 ２点 ３－２７ ４１．８・４２．４




















２号墓出土の１１２cm である。ただし１０cm ごとでみると，７０cm 以上が２点，







































































１４ １５ １６ １７ １８
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４
０ ４０cm
２５ ２６ ２７ ２８ ２９
（１～３・９・１０：天星観２号墓 ４：紀城１号墓 ５・６：武昌義地６号墓 ７・８：雨台山１８６号墓
１１～１３：九店４１０号墓 １４・２９：馬山１号墓 １５：雨台山３５４号墓 １６・１７：渓峨山１号墓
１８：包山４号墓 １９：十里磚廠１号墓 ２０：郭店１号墓 ２１：包山２号墓 ２２：九店４５１号墓






















































































































































１０） 陳偉『包山楚簡初探』（１９９６年 武漢大学出版社 武漢）
１１） 鎮墓獣の性格については吉松高敏氏がまとめている。但し，吉松氏は鎮墓獣を「人主」
として考えておられる。
吉松高敏「戦国楚の礼制の研究－戦国楚墓出土のいわゆる鎮墓獣をめぐって－」（近藤
喬一先生退官記念事業会『山口大学考古学論集 近藤喬一先生退官記念論文集』近藤喬一
先生退官記念事業会 ２００３年所収）
１２） 松崎氏は鎮墓獣の衰退が秦占領前の楚の領域ですでにおこっているという，重要な指摘
をされている。ただしその論拠となった鎮墓獣の出土状況については資料が増加しており，
検証が必要になりつつある。
１３） ただし生前の生活を俑で再現しようとする傾向は黄河流域でも認められる。例えば山東
社会イノベーション学部
― ―３４
省章丘女郎山１号墓からは歌舞俑がセットで出土しており，その根拠となる。従って，墓
葬に対する概念の変化は，楚に固有の問題ではなく戦国の各地で起こっていたとも考えら
れるのであり，この点については今後さらに検討が必要である。
済青公路文物考古隊綉恵分隊「章丘綉恵女郎山一号戦国大墓発掘報告」（『済青高級公路
章丘工程段考古発掘報告集』１９９３年，斉魯書社所収）
墓葬参考文献一覧
紀城１号墓
湖北省文物考古研究所「湖北荊州紀城一，二号楚墓発掘簡報」（『文物』１９９９年第４期）
雨台山墓地
湖北省荊州地区博物館『江陵雨台山楚墓』（１９８４年 文物出版社 北京）
雨台山２１号墓
湖北省博物館「湖北江陵雨台山２１号戦国楚墓」（『文物』１９８８年第５期）
車 １号墓
荊沙市文物処「江陵車 戦国墓清理簡報」（『江漢考古』１９９６年第１期）
天星観１号墓
湖北省荊州地区博物館「江陵天星観１号楚墓」（『考古学報』１９８２年第１期）
天星観２号墓
湖北省荊州博物館『荊州天星観二号楚墓』（２００３年 文物出版社 北京）
望山２号墓
湖北省文物考古研究所『江陵望山沙塚楚墓』（１９９６年 文物出版社 北京）
包山墓地
湖北省荊沙鉄路考古隊『包山楚墓』（１９９１年 文物出版社 北京）
九店墓地
湖北省文物考古研究所『江陵九店東周墓』（１９９５年 科学出版社 北京）
武昌義地６号墓
江陵県文物局「湖北江陵武昌義地楚墓」（『文物』１９８９年第３期）
渓峨山５号墓
湖北省博物館江陵工作站「江陵渓峨山楚墓」（『文物』１９８４年第６期）
十里磚廠１号墓
荊門市博物館「荊門十里磚廠一号楚墓」（『江漢考古』１９８９年第４期）
郭店１号墓
湖北省荊門市博物館「荊門郭店一号楚墓」（『文物』１９９７年第７期）
大暉観６号墓
湖北省博物館「湖北江陵太暉観楚墓清理簡報」（『考古』１９７３年第６期）
馬山１号墓
湖北省荊州地区博物館『江陵馬山一号楚墓』（１９８５年 文物出版社 北京）
（本稿は平成１８年度科学研究費補助金基盤研究 C「長江中上流域における秦漢帝国による地域
統合の研究」（研究代表者小澤正人）による研究成果の一部である）
荊州地区における戦国楚俑についての一考察
― ―３５
